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健全化判断比率及び資金不足比率審査意見について 

 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定に

より、審査に付された令和３年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率並びに

その算定の基礎となる事項を記載した書類について審査を終了したので、次のとおり意

見を提出する。 
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（注） 
１ 金額の表示及び端数処理は、次のとおりである。なお、端数処理により、合計と内訳の計が一致し

ないことがある｡ 
(1) 文中の金額は、原則として万円単位で表示し、単位未満の値を四捨五入した。 
(2) 表中の金額は、算定の基礎となる事項を記載した書類に基づき、千円単位で表示した。 

２ 健全化判断比率及び資金不足比率については、算定の基礎となる事項を記載した書類に基づき表示
した。 

３ 対前年度比率（％）は、原則として小数点第１位の値まで表示し、単位未満の値を四捨五入した｡ 
４ 文中のポイントとは、パーセンテージ間の単純差引数値である｡ 
５ 符号等の用法は次のとおりである。 

「△」 ··············· 負数 
「0」「0.0」 ········ 該当数値がないもの又は該当数値はあるが、表示未満のもの 
「−」 ··············· 該当項目がないもの又は算出不能なもの 
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令和３年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率審査意見 
 
 

第１ 審査の対象  

１ 令和３年度決算に基づく健全化判断比率 
２ 令和３年度決算に基づく資金不足比率 
３ １及び２の算定の基礎となる事項を記載した書類 
 

第２ 審査の期間 

令和４年８月２日から令和４年９月５日まで 
 

第３ 審査の着眼点 

健全化判断比率及び資金不足比率は法令に適合し、正確に算定されているか、かつ、
その算定の基礎となる事項を記載した書類は適正に作成されているか。 

 
第４ 審査の実施内容  

市⻑から審査に付された健全化判断比率及び資金不足比率について、その算定の基礎
となる事項を記載した書類と関係諸帳簿等を照合し、算定が適正であるか審査した。ま
た、必要に応じて関係職員から説明を聴取した。 

 
第５ 審査の結果  

第１から第４に掲げる事項のとおり審査した結果、健全化判断比率及び資金不足比率
の算定並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類の作成は、いずれも適正に行わ
れていることを認めた。 

各比率の状況及び審査意見は、次のとおりである。 
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１ 健全化判断比率 

健全化判断比率の状況は、次表のとおりである。 

健全化判断比率の状況 

（単位：％）
令和２年度
類似団体

実質赤字比率 − − 11.28 −
連結実質赤字比率 − − 16.28 −
実質公債費比率 1.6 1.0 25.0 4.3
将来負担比率 − − 350.0 13.5

区分 令和３年度 令和２年度 早期健全化基準

 
（注）１ 比率が発生していないものについては、「−」で表示している。 

２ 類似団体は、令和２年度における本市の類型Ⅳ−２の平均値を表示している。 

 
過去５年間における実質公債費比率の推移は、次のとおりである。 

実質公債費比率の推移 
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それぞれの比率の対象となる会計等は、次のとおりである。 

健全化判断比率及び資金不足比率の対象会計等（令和３年度決算） 

 
（注）資金不足比率は会計ごとに算定する。 

  

住宅新築資金等貸付事業特別会計

ひがしひろしま墓園管理事業特別会計

八本松駅前土地区画整理事業特別会計

国⺠健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計
（保険事業勘定）

介護保険特別会計
（介護サービス事業勘定）

水道事業会計

下水道事業会計

法非適用企業 特定地域生活排水処理事業特別会計

広島中央環境衛生組合

広島県市町総合事務組合

広島県後期高齢者医療広域連合

東広島市土地開発公社地方公社

一
般
会
計
等

一般会計等以外の特
別会計のうち公営企
業に係る特別会計以
外の会計

一般会計等に属する
特別会計

一部事務組合・広域連合

一般会計

公
営
事
業
会
計

公
営
企
業
会
計

法適用企業

連
結
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質
赤
字
比
率
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比
率
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比
率
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比
率

資
金
不
足
比
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（１）実質赤字比率 

実質赤字比率は、一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に占める割合を
表したものであり、算定式は次のとおりである。 

 

なお、標準財政規模とは、地方公共団体における一般財源の標準的な規模を表すもの
で、基準財政収入額や普通交付税、臨時財政対策債発行可能額を積算の基礎として算出
するものである。 

 
当年度の実質収支額は 24 億 4,225 万円の⿊字で、前年度と比べ 1,981 万円（△0.8％）

減少している。これは主に、一般会計の実質収支額が減少したことによるものである。 
当年度の本市の実質赤字比率は、前年度と同様、実質赤字額が生じていないことから

算定されない。 
実質赤字比率の状況は、次表のとおりである。 

実質赤字比率の状況 

（実質収支額） （単位：千円、％、ポイント）

増減 比率
一般会計 2,422,347 2,462,064 △ 39,717 △ 1.6

19,906 0 19,906 −
0 0 0 −
0 0 0 −

19,906 0 19,906 −
合計 A 2,442,253 2,462,064 △ 19,811 △ 0.8
標準財政規模 B 48,475,703 46,990,123 1,485,580 3.2
実質赤字比率 A/B − − − −

（参考値） △ 5.03 △ 5.23 0.20 −

住宅新築資金等貸付事業
ひがしひろしま墓園管理事業

八本松駅前土地区画整理事業

対前年度令和３年度 令和２年度区分

一般会計等に属する特別会計

 
（注）参考値は、実質収支額が⿊字の場合に、標準財政規模に対する割合を負の値で記載している。 
 

 

【算定式】 一般会計等の実質赤字額 A
標準財政規模 B実質赤字比率 ＝
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（２）連結実質赤字比率 

連結実質赤字比率は、全ての会計を対象とした連結実質赤字額の標準財政規模に占め
る割合を表したものであり、算定式は次のとおりである。 

 

当年度の連結実質収支額は 114 億 4,352 万円の⿊字で、前年度と比べ 5 億 8,928 万円
（5.4％）増加している。これは主に、公営企業会計の資金剰余額が増加したことによる
ものである。 

当年度の本市の連結実質赤字比率は、前年度と同様、連結実質赤字額が生じていない
ことから算定されない。 

連結実質赤字比率の状況は、次表のとおりである。 

連結実質赤字比率の状況 

（実質収支額／資金不足・剰余額） （単位：千円、％、ポイント）

増減 比率
一般会計等 2,442,253 2,462,064 △ 19,811 △ 0.8

345,461 470,281 △ 124,820 △ 26.5

131,513 152,587 △ 21,074 △ 13.8

21,847 22,637 △ 790 △ 3.5

192,101 295,057 △ 102,956 △ 34.9

0 0 0 −

公営企業会計 8,655,803 7,921,888 733,915 9.3

7,164,945 6,983,496 181,449 2.6

1,490,858 938,392 552,466 58.9

0 0 0 −

合計 A 11,443,517 10,854,233 589,284 5.4

標準財政規模 B 48,475,703 46,990,123 1,485,580 3.2

連結実質赤字比率 A/B − − − −

（参考値） △ 23.60 △ 23.09 △ 0.51 −

下水道事業

特定生活排水処理事業

国⺠健康保険

後期高齢者医療

介護保険（保険事業勘定）

介護保険（介護サービス事業勘定）

水道事業

対前年度
令和３年度 令和２年度区分

一般会計等以外の特別会計のうち
公営企業に係る特別会計以外の会計

 
（注）参考値は、実質収支額及び資金不足・剰余額の合計が⿊字の場合に、標準財政規模に対する割

合を負の値で記載している。 

【算定式】 全会計の連結実質赤字額 A
標準財政規模 B連結実質赤字比率 ＝
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（３）実質公債費比率 

実質公債費比率は、全ての会計及び一部事務組合等を対象とした比率で、一般会計等
が負担する地方債の元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に占める割合を過去３
か年の平均値で表したものである。比率の算定式は、次のとおりである。 

 

当年度（３か年平均）は 1.6％で、前年度と比べ 0.6 ポイントの増となった。これは、
臨時財政対策債の公債費元金償還金の増により、算定式における地方債の元利償還金（公
債費充当一般財源等額）が増加したことから、単年度で算出した実質公債費比率が増と
なったためである。 

なお、早期健全化基準の 25.0％と比較すると、これを下回っている。 
実質公債費比率の状況は、次表のとおりである。 

実質公債費比率の状況 

（単位：千円、％、ポイント）

増減 比率

A 8,089,087 7,909,428 7,829,818 179,659 2.3

B 684,325 797,363 856,417 △ 113,038 △ 14.2

C 7,820,939 8,103,020 8,314,753 △ 282,081 △ 3.5

D 48,475,703 46,990,123 44,786,354 1,485,580 3.2

分子 A＋B−C 952,473 603,771 371,482 348,702 57.8

分⺟ D−C 40,654,764 38,887,103 36,471,601 1,767,661 4.5

2.34283 1.55263 1.01855 0.79020 −

1.6 1.0 0.5 0.6 −

対前年度

実質公債費比率（３か年平均）

準元利償還金
基準財政需要額に算入された
公債費及び準公債費

標準財政規模

実質公債費比率（単年度）

地方債の元利償還金
（公債費充当一般財源等額）

区分 令和３年度 令和２年度 令和元年度

 

  

【算定式】

標準財政規模 D
−基準財政需要額に算入された公債費及び準公債費 C

地方債の元利償還金 A＋準元利償還金 B
−基準財政需要額に算入された公債費及び準公債費 C

実質公債費比率 ＝
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（４）将来負担比率 

将来負担比率は、全ての会計、一部事務組合等及び地方公社を対象とした比率で、一
般会計等が将来負担すべき実質的な負債の額の標準財政規模に占める割合を表したもの
である。比率の算定式は、次のとおりである。 

 

将来負担比率の分子を前年度と比較すると、30 億 4,969 万円（△37.5％）減少してい
る。これは主に、組合等が起こした地方債の償還に係る地方公共団体の負担見込額の増
により将来負担額が増加したものの、地方債の償還額等に充当可能な基金の残高の増に
より充当可能財源等がそれ以上に増加したためである。 

その結果、前年度と同様、充当可能財源等が将来負担額を上回り、将来負担すべき実
質的な負債の額が生じていないため、当年度の本市の将来負担比率は算定されない。 

将来負担比率の状況は、次表のとおりである。 

 

  

【算定式】

標準財政規模 D
−基準財政需要額に算入された公債費及び準公債費 C

将来負担額 A−充当可能財源等 B将来負担比率 ＝
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将来負担比率の状況 

（単位：千円、％、ポイント）

増減 比率
Ａ 106,816,263 103,511,926 3,304,337 3.2

ア 75,832,099 74,894,127 937,972 1.3

イ 1,452,545 1,767,965 △ 315,420 △ 17.8

ウ 6,161,492 6,852,774 △ 691,282 △ 10.1

エ 14,220,346 10,994,897 3,225,449 29.3

オ 9,013,092 9,001,188 11,904 0.1

カ 136,689 975 135,714 13,919.4

キ 0 0 0 −

ク 0 0 0 −

B 117,998,505 111,644,481 6,354,024 5.7

ケ 32,117,925 29,608,322 2,509,603 8.5

コ 8,006,468 8,646,382 △ 639,914 △ 7.4

サ 77,874,112 73,389,777 4,484,335 6.1

D 48,475,703 46,990,123 1,485,580 3.2

C 7,820,939 8,103,020 △ 282,081 △ 3.5

分子 A−B △ 11,182,242 △ 8,132,555 △ 3,049,687 △ 37.5

分⺟ D−C 40,654,764 38,887,103 1,767,661 4.5

将来負担比率 − − − −

（参考値） △ 27.5 △ 20.9 △ 6.6 −

地方債の償還額等に要する経費とし
て基準財政需要額に算入されること
が見込まれる額

標準財政規模

基準財政需要額に算入された
公債費及び準公債費

区分 令和３年度 令和２年度
対前年度

地方債の償還額等に充当可能な
特定の歳入見込額

将来負担額（ア〜クの計）
一般会計等に係る地方債の
現在高
債務負担行為に基づく支出
予定額

一般会計等以外の特別会計に係る地
方債の償還に充てるための一般会計
からの繰入見込額

組合又は地方開発事業団が起こした
地方債の償還に係る地方公共団体の
負担見込額

退職手当支給予定額に係る
一般会計等負担見込額
設立法人の負債の額等に係る
一般会計等負担見込額

連結実質赤字額
組合等の連結実質赤字額に係る
一般会計等負担見込額

充当可能財源等（ケ〜サの計）
地方債の償還額等に充当可能な
基金の残高の合計額

 
（注）参考値は、充当可能財源等が将来負担額を超える場合に、標準財政規模に対する当該超過額の

割合を負の値で記載している。 
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２ 資金不足比率 

資金不足比率は、公営企業会計の資金不足額が料金収入等の事業規模に占める割合を表
したものである。 

資金不足比率の状況は、次表のとおりである。 

資金不足比率の状況 

（単位：％）

水道事業会計 − − 20.0
下水道事業会計 − − 20.0
特定地域生活排水処理事業特別会計 − − 20.0

区分 令和３年度 令和２年度 経営健全化基準

 
（注）比率が発生していないものについては、「−」で表示している。 

 

（１）法適用企業 

資金不足比率の算定式は、次のとおりである。 

 

（注）１ 「算入地方債」は、建設改良費以外の経費に充てるために起こした地方債の現在高である。 
２ 「事業の規模」は、営業収益の額から受託工事収益の額を差し引いた額である。 

 

ア ⽔道事業会計 

⽔道事業会計の資金剰余額は 71 億 6,495 万円で、前年度と比較すると 1 億 8,145 万円
（2.6％）増加している。 

資金不足額は発生していないため、資金不足比率は算定されない。 
⽔道事業会計の資金不足比率の状況は、次表のとおりである。 

  

【算定式】

事業の規模 B

資金不足額 A［流動負債 a＋算入地方債 b−流動資産 c］
資金不足比率 ＝
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水道事業会計の資金不足比率の状況 

（単位：千円、％、ポイント）

増減 比率
A △ 7,164,945 △ 6,983,496 △ 181,449 2.6

流動負債 a 825,490 941,920 △ 116,430 △ 12.4

算入地方債 b 0 0 0 −

流動資産 c 7,990,435 7,925,416 65,019 0.8

B 4,103,315 4,188,601 △ 85,286 △ 2.0

資金不足比率 A/B − − − −

（参考値） △ 174.6 △ 166.7 △ 7.9 −

事業の規模

区分 令和３年度 令和２年度
対前年度

資金不足額（△剰余額）

 
（注）参考値は、事業の規模に対する資金剰余額の割合を負の値で記載している。 

 

イ 下⽔道事業会計 

下⽔道事業会計の資金剰余額は 14 億 9,086 万円で、前年度と比較すると 5 億 5,247 万
円（58.9％）増加している。 

資金不足額は発生していないため、資金不足比率は算定されない。 
下⽔道事業会計の資金不足比率の状況は、次表のとおりである。 

下水道事業会計の資金不足比率の状況 

（単位：千円、％、ポイント）

増減 比率
A △ 1,490,858 △ 938,392 △ 552,466 58.9

流動負債 a 3,424,628 625,962 2,798,666 447.1

算入地方債 b 6,466 7,508 △ 1,042 △ 13.9

流動資産 c 4,921,952 1,571,862 3,350,090 213.1

B 3,668,109 3,499,136 168,973 4.8

資金不足比率 A/B − − − −

（参考値） △ 40.6 △ 26.8 △ 13.8 −

事業の規模

区分 令和３年度 令和２年度
対前年度

資金不足額（△剰余額）

 
（注）参考値は、事業の規模に対する資金剰余額の割合を負の値で記載している。 
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（２）法非適用企業（宅地造成事業を行っていないもの） 

資金不足比率の算定式は、次のとおりである。 

 

（注）１ 「算入地方債」は、建設改良費以外の経費に充てるために起こした地方債の現在高である。 
２ 「事業の規模」は、営業収益に相当する収入の額から受託工事収益に相当する収入の額を差

し引いた額である。 

 

ア 特定地域生活排⽔処理事業特別会計 

特定地域生活排⽔処理事業特別会計は一般会計からの繰入金により収支の均衡を図っ
ており、資金不足額は発生していないため資金不足比率は算定されない。 

特定地域生活排⽔処理事業特別会計の資金不足比率の状況は、次表のとおりである。 

特定地域生活排水処理事業特別会計の資金不足比率の状況 

（単位：千円、％、ポイント）

増減 比率
A 0 0 0 −

歳出額 a 11,683 11,715 △ 32 △ 0.3

算入地方債 b 0 0 0 −

歳入額 c 11,683 11,715 △ 32 △ 0.3

翌年度へ繰り越すべき財源 d 0 0 0 −

B 8,813 8,911 △ 98 △ 1.1

資金不足比率 A/B − − − −

令和２年度
対前年度

資金不足額（△剰余額）

事業の規模

区分 令和３年度

 

 
  

【算定式】 資金不足額 A［歳出額 a＋算入地方債 b−(歳入額 c−翌年度
へ繰り越すべき財源 d)］

事業の規模 B
資金不足比率 ＝
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３ むすび 

当年度の健全化判断比率のうち、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、実質赤字額及
び連結実質赤字額が生じていないため、各比率は算定されていない。 

実質公債費比率は 1.6％で、前年度と比較すると 0.6 ポイントの増となっている。これ
は、臨時財政対策債の公債費元金償還金の増により、算定式における地方債の元利償還金
が増加したことが影響している。 

将来負担比率は、将来負担額に対して充当可能な財源の額が上回っていることから算定
されていない。 

次に、当年度の資金不足比率は、全ての会計において資金不足額が生じていないため、
算定されていない。 

以上のとおり、健全化判断比率及び資金不足比率は、いずれも早期健全化基準を下回っ
ていた。 

しかしながら、当年度決算においては一般会計では公債費が増加しており、令和２年度
以降、市債発行額も増加している。市債については、将来世代へ過度な負担を残すことの
ないよう、中⻑期的な視点により計画的に管理していただきたい。 

今後も社会経済情勢等を注視しつつ、財政の健全化に努めていただくよう要望する。 
 


